
木
造
住
宅
の
耐
震
化

対
象

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
（
着
工
）
し
た
木
造
住
宅
（
戸

建
住
宅
・
長
屋
・
共
同
住
宅
）
が

対
象
で
す
。
耐
震
診
断
、
補
強
計

画
作
成
、
補
強
工
事
ま
で
の
そ
れ

ぞ
れ
の
行
為
で
補
助
金
等
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

無
料
診
断

　

市
か
ら
派
遣
す
る
耐
震
診
断
補

強
士
が
耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

診
断
費
用
は
助
成
に
よ
り
無
料
で
す
。

　

大
規
模
地
震
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
か
ら
命
を
守
る
た
め
、
ま
た
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
倒
壊
な
ど
で
避
難
路
が
塞
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
木
造
住
宅
の

耐
震
化
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
、
改
善
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

地
震
に
よ
る
倒
壊
か
ら
命
を
守
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ-

０

地
籍
調
査
実
施
の
お
知
ら
せ

問
合
せ
先　

建
設
課
都
市
住
宅
係　

☎
㉒
２
２
１
９

補
強
計
画
の
作
成

　

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
の

な
い
建
物
に
つ
い
て
の
補
強
計
画

を
作
成
し
、
そ
の
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

補
助
金
額

一
般
世
帯　

９
万
６
千
円

高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
の
み
の
世

帯
等　

14
万
４
千
円

耐
震
補
強
工
事

　

補
強
計
画
に
基
づ
き
、
耐
震
補

強
工
事
を
実
施
し
、
そ
の
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

補
助
金
額

一
般
世
帯　

50
万
円

高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
の
み
の
世

帯
等　

70
万
円

・
工
事
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
住
宅
は
15

　

万
円
の
上
乗
せ
が
あ
り
ま
す
。

・
Ｄ
Ｉ
Ｄ
地
区
（
人
口
集
中
地
区
）

　

で
、次
の
要
件
を
満
た
す
住
宅
は

　

30
万
円
の
上
乗
せ
が
あ
り
ま
す
。

要
件

　

前
面
道
路
幅
員
が
６
ｍ
以
内
か

つ
、
住
宅
の
外
壁
か
ら
前
面
道
路

と
の
境
界
線
ま
で
の
距
離
が
、
平

屋
の
場
合
は
２
ｍ
以
内
、
２
階
建

て
以
上
の
場
合
は
４
ｍ
以
内
で
あ

る
場
合
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
・
改
善

撤
去
の
場
合

　

地
震
発
生
時
に
倒
壊
、
ま
た
は

転
倒
の
危
険
性
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
。

補
助
金
額

工
事
費
と
「
８
，９
０
０
円×

長

さ
（
ｍ
）」
を
比
較
し
て
安
い
額
の

２
分
の
１
（
上
限
10
万
円
）

改
善
の
場
合

　

県
の
定
め
る
緊
急
輸
送
路
（
国

道
１
３
５
号
線
・
１
３
６
号
線
・

４
１
４
号
線
）
及
び
避
難
地
等
に

面
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
。

補
助
金
額

工
事
費
と
「
３
８
，
４
０
０
円×

長
さ
（
ｍ
）」
を
比
較
し
て
安
い
額

の
２
分
の
１
（
上
限
25
万
円
）

　

市
で
は
昨
年
度
か
ら
、
地
籍
調

査
事
業
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　

地
籍
調
査
と
は
、
一
筆
ご
と
に

土
地
の
所
有
者
・
地
番
・
地
目
・

境
界
等
を
確
認
し
、
境
界
位
置
の

測
量
と
面
積
算
定
を
実
施
し
、
現

在
登
記
さ
れ
て
い
る
土
地
情
報
の

変
更
を
行
う
も
の
で
す
。
調
査
の

流
れ
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
住
民
へ
の
説
明
会

　

調
査
に
先
立
っ
て
、
住
民
へ
の

説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

②
一
筆
地
調
査

　

一
筆
ご
と
の
土
地
に
つ
い
て
、

土
地
所
有
者
の
立
ち
合
い
な
ど
に

よ
り
、
所
有
者
、
地
番
、
境
界
等

の
確
認
を
し
ま
す
。

③
地
籍
測
量

　

地
球
上
の
座
標
値
と
結
び
つ
け

た
、
一
筆
ご
と
の
正
確
な
測
量
を

行
い
ま
す
。

④
成
果
の
閲
覧
・
確
認

　

地
籍
簿
と
地
籍
図
の
案
を
閲
覧

に
か
け
、
確
認
す
る
機
会
を
設
け

ま
す
。

⑤
成
果
の
活
用
と
登
記
所
へ
の
送
付

　

地
籍
調
査
の
成
果
を
、
土
地
の

売
買
、
土
地
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
、

災
害
の
復
旧
、
各
種
行
政
運
営
等

に
活
用
し
ま
す
。

　

登
記
所
で
は
、
登
記
簿
が
書
き

改
め
ら
れ
、
地
籍
図
が
備
え
付
け

ら
れ
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
三
丁
目
の
一
部
地

域
で
地
籍
調
査
を
行
う
た
め
の
基

準
点
を
設
置
し
、一
筆
地
調
査（
所

有
者
立
会
の
下
境
界
、地
目
な
ど
を

確
認
す
る
調
査
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
そ
の
成
果
を
と
り
ま

と
め
、
地
籍
調
査
結
果
を
土
地
所

有
者
の
方
に
確
認
し
て
い
た
だ
く

「
閲
覧
」
を
行
い
ま
す
。
７
月
初
旬

ご
ろ
に
20
日
間
程
度
の
期
間
を
予

定
し
て
い
ま
す
が
、
詳
細
が
決
ま

り
次
第
、
対
象
者
の
方
に
通
知
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
調
査
区
域
と
し

て
二
丁
目
の
一
部
の
地
籍
調
査
を

開
始
し
ま
す
。
今
後
、
調
査
に
該

当
す
る
港
区
・
広
岡
西
区
・
広
岡

東
区
・
中
央
区
の
方
々
を
対
象
に

説
明
会
の
開
催
や
広
報
等
を
通
じ

て
周
知
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

建
設
課
土
木
管
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
２
２
１
９

● 

今
後
の
予
定 

●

耐
震
補
強
工
事
に
つ
い
て
の
加
算
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ユ
ネ
ス
コ
（
国
連
教
育
科
学
文

化
機
関
）
は
４
月
17
日
、
ユ
ネ
ス

コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
伊
豆
半
島

ジ
オ
パ
ー
ク
を
含
む
13
地
域
を
新

た
に
認
定
し
ま
し
た
。
地
質
遺
産

の
国
際
的
価
値
と
下
田
市
を
含
む

伊
豆
半
島
15
市
町
民
の
活
動
が
高

く
評
価
さ
れ
た
結
果
で
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
に
よ
る
と
、
ジ
オ
パ

ー
ク
と
は
、
国
際
的
に
地
質
学
的

価
値
の
あ
る
場
所
や
景
観
が
『
①

保
全
②
教
育
③
持
続
可
能
な
開
発
』

の
３
点
で
一
体
と
な
っ
た
考
え
方

に
よ
り
管
理
さ
れ
た
、
一
筆
書
き

で
描
く
こ
と
が
で
き
る
地
理
的
エ

リ
ア
を
指
し
て
い
ま
す
。

　

伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
は
陸
地

だ
け
で
な
く
、
海
岸
か
ら
３
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
海
域
も
含
ん
で
お
り
、

こ
の
エ
リ
ア
の
中
で
、
地
質
的
に

貴
重
な
場
所
な
ど
１
１
４
か
所
を

ジ
オ
サ
イ
ト
と
呼
び
、
主
な
見
ど

こ
ろ
と
し
て
い
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
と

　
　
　

伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク

15
市
町
一
丸
で
取
り
組
ん
だ
結
果

持
続
可
能
な
伊
豆
半
島
へ

伊
豆
半
島
ユ
ネ
ス
コ

伊
豆
半
島
ユ
ネ
ス
コ

　
　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
が
誕
生

　
　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
が
誕
生

～
地
域
の
活
動
、
地
質
価
値
に
高
い
評
価
～

市
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト

　

ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、
地
域
の
あ

ら
ゆ
る
自
然
・
文
化
遺
産
と
関
連

づ
け
て
、
地
質
遺
産
を
活
用
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

地
質
遺
産
が
い
か
に
重
要
で
あ

る
か
と
い
う
住
民
の
意
識
を
高
め

る
こ
と
で
地
域
に
対
す
る
理
解
や

誇
り
を
与
え
、
一
体
感
を
強
め
る

こ
と
で
地
域
の
地
質
資
源
を
保
護

し
な
が
ら
、
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

新
た
な
収
入
源
の
一
つ
と
し
て
い

く
こ
と
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、

国
内
で
は
９
地
域
目
で
あ
り
、
世

界
全
体
で
は
、
38
か
国
１
４
０
地

域
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
認
定
の
一
報
は
４
月
17
日

夕
方
に
届
き
、
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ

ー
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
ジ
オ
リ
ア
」

で
そ
の
瞬
間
を
待
っ
て
い
た
関
係

者
達
か
ら
一
斉
に
歓
声
が
上
が
り

ま
し
た
。
翌
18
日
に
行
わ
れ
た
記

念
式
典
で
は
、
川
勝
平
太
県
知
事

の
「
伊
豆
半
島
の
15
市
町
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
地

球
の
宝
物
と
し
て
正
式
に
認
め
ら

れ
た
」
と
い
う
言
葉
を
は
じ
め
、

喜
び
と
感
謝
の
声
が
相
次
ぎ
、
皆

で
く
す
玉
を
割
っ
て
祝
い
ま
し
た
。

　

ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
へ

の
認
定
は
、
皆
さ
ま
の
生
ま
れ
育

っ
た
大
地
が
世
界
的
価
値
を
有
し

て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
普

段
目
に
し
て
い
る
山
々
や
海
岸
の

地
形
が
、
伊
豆
半
島
の
特
異
な
成

り
立
ち
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
を
知

る
こ
と
で
、
郷
土
へ
の
誇
り
も
高

ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
回
の
世
界
認
定
は
ゴ
ー
ル
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
４
年
ご
と
に
再

審
査
が
あ
り
、
活
動
の
評
価
が
下

が
れ
ば
世
界
認
定
も
取
り
消
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、

今
が
出
発
の
と
き
で
す
。
貴
重
な

ジ
オ
サ
イ
ト
を
保
全
し
つ
つ
、
地

域
振
興
等
に
活
か
し
、
世
界
に
誇

れ
る
持
続
可
能
な
伊
豆
半
島
を
皆

で
作
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

市
内
に
あ
る
ジ
オ
サ
イ
ト
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

龍
宮
窟

　

長
い
時
間
を
か
け
て
波
に
よ
っ

て
削
ら
れ
た
、
海
食
洞
と
呼
ば
れ

る
洞
窟
の
天
井
が
崩
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
で
き
た
地
形
で
す
。
龍
宮

窟
の
天
窓
は
、
伊
豆
各
地
に
あ
る

中
で
も
最
大
級
の
大
き
さ
を
誇
っ

て
い
ま
す
。

爪
木
崎
の
俵
磯
（
柱
状
節
理
）

　

海
底
火
山
の
噴
火
で
た
ま
っ
た

地
層
の
面
に
溶
岩
や
マ
グ
マ
が
流

れ
、
冷
え
固
ま
っ
た
こ
と
に
よ
っ

て
で
き
た
地
形
で
す
。
柱
状
の
岩

が
整
然
と
積
み
重
な
っ
た
景
色
を

一
面
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
度
の
広
報
し
も
だ
で
市
内

を
含
め
た
ジ
オ
サ
イ
ト
紹
介
を
定

期
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
も
「
南
か
ら
来
た
火
山
の

お
く
り
も
の
」
を
探
し
に
出
か
け

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

詳
細
は
、
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー

ク
推
進
協
議
会
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

☎　

０
５
２
０

観
光
交
流
課
観
光
戦
略
係

　
　
　

（
窓
口
⑪
）☎
㉒
３
９
１
３

伊豆ジオパーク推進協議会
ホームページはこちらから

伊
豆
半
島
ユ
ネ
ス
コ

　
　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
が
誕
生
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